
175175175

南アルプスと 

歌舞伎の里 

2005

10
◇平成17年10月発行／大鹿村役場　◇印刷／龍共印刷株式会社 

私たちの村 

ホームページアドレス http://www.vill.ooshika.nagano.jp 
　　〃　　（観光） http://www.ooshika.com 

電子メールアドレス info@vill.ooshika.nagano.jp

（大鹿保育所・防災訓練） 

平成17年10月１日現在　※（ ）内は前月比 

人口 1,353人(＋２)／男 654人（＋１）／女 699人（＋１）／世帯数 572戸（＋１） 



2議 会 だ よ り

報
告
第
一
号　

平
成
十
七
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）
の
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
に
つ
い
て

報　
　

告

一
般
質
問

九
月
大
鹿
村
議
会
定
例
会
が
九
月
十
六
日
か
ら
二
十
八
日

ま
で
、
十
三
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
報
告
一

件
、
付
議
事
件
二
十
三
件
、
陳
情
一
件
が
上
程
さ
れ
、
原

案
ど
お
り
認
定
、
可
決
さ
れ
、
陳
情
は
採
択
さ
れ
、
上
局

に
意
見
書
の
提
出
が
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、一
般
質
問
は
、

三
人
の
議
員
か
ら
あ
り
ま
し
た
。

平
成　

年
９
月 　
　
　
　
　

１７
大
鹿
村
議
会
定
例
会
報
告

付
議
事
件

議
員
発
議

「
松
下　

隆
夫
議
員
」

＊
今
後
の
道
路
行
政
の
進
め
方
に

つ
い
て

（
村
長
）　

松
川
イ
ン
タ
ー
大
鹿
線

は
、
ト
ン
ネ
ル
化
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
が
国
道
改
良
は
下
市
場
内

の
工
事
や
新
工
区
の
設
定
な
ど
は

止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
今
後
も

国
、
県
へ
お
願
い
し
て
い
く
。
村

議
案
第
一
号　

大
鹿
村
消
防
団
員

等
公
務
災
害
補
償
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

議
案
第
二
号　

大
鹿
村
生
活
安
全

条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　

議
案
第
三
号　

大
鹿
村
営
水
道
運

営
協
議
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て　
　

議
案
第
四
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の

認
定
に
つ
い
て

議
案
第
五
号　

平
成
十
六
十
六
年

度
大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て議
案
第
六
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
七
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
八
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
授
産
所
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
九
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
号　

平
成
十
六
年
度
大

鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

４
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
二
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
三
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
立
診
療
所
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
四
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
営
水
道
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
五
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
（
第
二
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
六
号　

平
成
十
七
年
度

大
鹿
村
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
十
七
号　

長
野
県
町
村
総

合
事
務
組
合
を
組
織
す
る
地
方
公

共
団
体
の
数
の
減
少
及
び
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
八
号　

南
信
地
域
町
村

交
通
災
害
共
済
事
務
組
合
を
組
織

す
る
町
村
数
の
減
少
及
び
組
合
規

約
の
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
十
九
号　

下
伊
那
郡
町
村

公
平
委
員
会
組
合
を
組
織
す
る
地

方
公
共
団
体
数
の
減
少
及
び
下
伊

那
郡
町
村
公
平
委
員
会
組
合
規
約

の
一
部
変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
号　

下
伊
那
自
治
セ

ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る
市
町
村

数
の
減
少
及
び
下
伊
那
自
治
セ
ン

タ
ー
組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ

い
て

議
案
第
二
十
一
号　

下
伊
那
自
治

セ
ン
タ
ー
組
合
か
ら
の
上
村
及
び

南
信
濃
村
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
二
号　

下
伊
那
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
を
組
織
す
る

町
村
数
の
減
少
及
び
下
伊
那
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
規
約
の
一
部

変
更
に
つ
い
て

議
案
第
二
十
三
号　

下
伊
那
土
木

技
術
セ
ン
タ
ー
組
合
か
ら
の
上
村
、

南
信
濃
村
の
脱
退
に
伴
う
財
産
処

分
に
つ
い
て

陳　
　

情

○ 
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
取
り
止

め
な
ど
に
関
す
る
陳
情
書

○ 
児
童
扶
養
手
当
の
減
額
に
関
す

る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

道
改
良
は
自
治
会
の
要
望
箇
所
や

危
険
箇
所
に
つ
い
て
財
政
的
に
は

厳
し
い
が
実
施
し
て
い
き
た
い
。

「
今
井　
　

償
議
員
」

＊
大
鹿
村
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
の
利
用
に
つ
い
て

（
村
長
）　

利
用
料
の
増
に
つ
い
て

は
、
実
態
の
調
査
を
し
て
い
る
。

そ
の
結
果
に
よ
り
介
護
保
険
懇
話

会
、
社
協
理
事
会
等
で
対
応
を
検

討
し
た
い
。

＊
国
道
１
５
２
号
に
つ
い
て

（
村
長
）　

小
塩
由
井
神
工
区
が
県

の
公
共
事
業
の
見
直
し
に
入
れ
ら

れ
て
止
ま
っ
て
し
ま
っ
た
。
施
工

さ
れ
る
よ
う
粘
り
強
く
お
願
い
を

し
て
行
く
。

「
熊
谷　

英
俊
議
員
」

＊「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
連
合
」

に
つ
い
て
（
効
果
に
つ
い
て
）

（
村
長
）　

地
域
の
資
源
は
村
全
体

と
考
え
、
多
く
の
人
の
訪
問
が
消

費
を
促
し
村
の
活
気
に
結
び
つ
く

と
考
え
て
い
る
。
多
く
の
村
民
が

参
加
で
き
る
よ
う
な
活
動
を
し
て

い
き
た
い
。

＊
美
し
い
村
づ
く
り
に
対
す
る
財

源
の
確
保
に
つ
い
て

（
村
長
）　

年
会
費
や
雑
費
な
ど
は

必
要
と
な
る
だ
ろ
う
が
多
額
な
も

の
は
必
要
な
い
と
思
う
。
基
金
に

つ
い
て
は
検
討
し
て
み
た
い
。
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大
鹿
村
財
政
研
究
会
の

委
員
が
決
ま
り
ま
し
た

大
鹿
村
財
政
研
究
会
と
は
、
平

成
十
七
年
度
大
鹿
村
一
般
会
計
の

当
初
予
算
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
と
共
に
、
そ
の
内
容
に

つ
い
て
調
査
研
究
を
す
る
こ
と
に

よ
り
、
平
成
十
八
年
度
の
予
算
編

成
に
対
し
て
意
見
を
す
る
こ
と
が

で
き
る
組
織
で
す
。

任
期
は
平
成
十
八
年
度
予
算
策

定
時
と
な
る
十
二
月
上
旬
ま
で
で
、

こ
の
財
政
研
究
会
で
出
さ
れ
た
意

見
は
、
予
算
編
成
の
参
考
に
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

大鹿村 財政研究会 委員名簿
（敬称略）

備　　考氏　　名役職

知識経験者丸山　　稔会　長

企業代表者神崎　章一副会長

大鹿村議会矢澤　　正委　員

企業代表者中島　良一〃

知識経験者大久保智夫〃

知識経験者牧島　隆幸〃

一 般 公 募北島千良穂〃

一 般 公 募小林　　剛〃
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消
防
団秋季

総
合
訓
練

九
月
四
日（
日
）に
消
防
団
・
日

赤
奉
仕
団
合
同
の
「
秋
季
総
合
訓

練
」
が
実
施
さ
れ
、
合
同
演
習
訓

練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
訓

練
で
は
消
防
団
が
倒
壊
家
屋
か
ら

ジ
ャ
ッ
キ
や
ノ
コ
ギ
リ
な
ど
を
使

用
し
て
傷
病
者
を
救
出
し
、
傷
病

者
を
日
赤
奉
仕
団
と
消
防
団
救
護

班
が
救
護
手
当
す
る
と
い
っ
た
想

定
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

任期満了伴う大鹿村農業委員会の改選により、新役員構成が決定

しましたのでお知らせします。

住　　　所氏　　　名役　構　成

大鹿村大河原２７９１ 前  沢  治  夫 
まえ ざわ はる お

会　 長

大鹿村大河原１３５０ 牧  島  隆  幸 
まき しま たか ゆき

会 長 代 理

大鹿村鹿塩２５６４－ロ 菅  沼  百  江 
すが ぬま もも え

農 地 部 長

大鹿村大河原３５６６ 下  澤  一  雄 
しも さわ いち お

農 政 部 長

大鹿村鹿塩２６３４ 松  尾 
まつ お

 頼  昭 
より あき

農地・農政部員

大鹿村大河原４６２０－６ 峯  下 
みね した

 勝  夫 
かつ お

農地・農政部員

大鹿村大河原１７４４ 吉  川 
よし かわ

 義 
よし

 男 
お

農地・農政部員

大鹿村鹿塩９８８－１ 大  橋 
おお はし

 俊 
しゅん

 一 
いち

農地・農政部員

大鹿村鹿塩３９４０ 松  尾 
まつ お

 勝  美 
かつ み

農地・農政部員
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「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」
連
合
に

加
盟
し
ま
し
た

　

十
月
四
日
（
火
）
に
北
海
道
美

瑛
町
に
お
い
て
、「
日
本
で
最
も
美

し
い
村
」
連
合
の
設
立
総
会
が
開

催
さ
れ
、
大
鹿
村
他
六
町
村
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
お
い
て
、
規
約
・
事
業

計
画
及
び
収
支
予
算
・
会
費
等
に

つ
い
て
審
議
の
後
、
承
認
さ
れ
、

連
合
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

こ
の
連
合
は
、
大
鹿
村
の
他
に
美

瑛
町
（
北
海
道
）・
赤
井
川
村
（
北

海
道
）・
白
川
村
（
岐
阜
県
）・
南

小
国
町
（
熊
本
県
）・
大
蔵
村
（
山

形
県
）・
上
勝
町
（
徳
島
県
）
の
六

町
村
と
民
間
企
業
三
社
が
加
盟
し
、

「
将
来
に
わ
た
っ
て
美
し
い
地
域
づ

く
り
を
行
う
」、「
住
民
に
よ
る
ま

ち
づ
く
り
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

で
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、
地
域

の
自
立
を
推
進
す
る
」、「
生
活
の

営
み
に
よ
り
作
ら
れ
て
き
た
景
観

や
環
境
を
守
り
、
こ
れ
ら
を
活
用

す
る
こ
と
で
観
光
的
付
加
価
値
を

高
め
、
地
域
の
資
源
の
保
護
と
地

域
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
、
住
民
・
民
間
企
業
・

行
政
の
協
働
に
よ
り
活
動
し
て
い

き
ま
す
。

　

小
さ
く
て
も
、
最
も
輝
く
オ
ン

リ
ー
ワ
ン
を
目
指
し
、
地
域
の
皆

様
と
一
緒
に
取
組
ん
で
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
活
動
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。
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差引額歳　出歳　入会　　　計

1,32713,07114,398国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

10212,94313,045村 立 診 療 所 特 別 会 計

15928,88329,042村 営 水 道 特 別 会 計

203,0663,086授 産 所 特 別 会 計

021,44621,446老 人 保 健 医 療 特 別 会 計

2712,57512,602介 護 保 険 特 別 会 計

収入額税　　目

3,012村 民 税

21,522固 定 資 産 税

380軽 自 動 車 税

386村 た ば こ 税

57入 湯 税

要　　　　　　　　因増減額項　　目

大鹿発電所等の固定資産交付金の減（減価償却）△ 1,089村 税

段階補正、単位費用等の見直し△ 6,251地方交付税

公共土木災害復旧費の減額及び保育所運営費の廃止△ 4,552国庫支出金

新山振事業、林道開設・改良事業の減額△ 8,053県 支 出 金

文教施設基金（小学校パソコン整備）、公共施設等
基金（大河原簡易水道整備事業）の増額

2,830繰 入 金

消防団退職報奨金 等の雑入の減額△ 1,392諸 収 入

臨時財政対策債の減（交付税の振替え分）△ 7,000村 債

●平成16年度に実施した主な事業

　平成１６年度の一般会計及び特別会計の決算が９月定例会で認定されました。 
　一般会計の決算額は、歳入が１９億３，０９３万円、歳出が１８億９，０８７万円となり、昨年に比べ歳入で１２．１％、歳出で
１４．４％とそれぞれ減少しました。 
　歳入歳出差引額は４，００６万円でその内平成１６年度から１７年度へ繰り越す財源を除いた実質収支額は３，９８１万円とな
りました。

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 入入入入入入入入入入入入入入歳 入
　歳入総額の内、村の自主財源は、村税を中心に４億５４６万円余りで全体の２１．０％しかなく、残りの
７９．０％は地方交付税を中心にした依存財源に頼っています。これらは今後の国の施策に左右され、今
後も厳しい歳入状況が続くと思われます。 

歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳 出出出出出出出出出出出出出出歳 出
　歳出では、新山振事業、林道開設・改良事業等の大型事業が縮小したため投資的経費は大幅な減額
となりました。経常的な経費においては職員数の減員等による経費の節減が図られ全体的に減少して
います。
　今後も、財政の健全化を確保しながら、行政課題に対応できる効率的な財政運営を進めていきます。

決算額事　業　名一般会計

441 村外通勤者補助

総 務 費
698 参議院議員・村長選挙・住民投票経費

770 除雪経費

2,188 地籍調査

1,028 社会福祉協議会委託・補助

民 生 費
1,136 福祉施設入所措置

3,243 身体障害者 支援

4,160 高齢者生活福祉センター増築事業

339 患者輸送車運営経費

衛 生 費

1,184 成人病予防事業（検診等）

1,579 合併浄化槽設置費補助

1,614 し尿処理委託・負担

2,636 ごみ収集運搬処理委託

984 有害鳥獣駆除

農 林 水
産 業 費

559 園芸王国推進事業（園芸ハウス補助）

1,410 堆肥舎整備補助

289 中山間直接支払い

7,078 新山村振興等農林漁業特別対策事業

8,059 林道整備事業（大萱・中峰黒川・鳥倉・高森山線）

142 森林整備地域活動支援交付金

2,048 造林事業

217 公団分収造林受託事業

1,511 廃止代替バス運行委託

商 工 費
410 商工振興事業補助

126 観光協会補助

309 鳥倉登山口トイレ設置

1,443緊急地域雇用創出対策事業（道路環境整備）
土 木 費

12,983 村道改良（沢井・梨原・河合・中沢・釜沢中央線他）

決算額事　業　名一般会計

306 県営事業負担金（県道改良他）
土 木 費

677 道路台帳整備

4,174 広域消防負担金

消 防 費

963 消防団活動経費

336 防火水槽移設工事（国道改良補償移転）

109 防災備蓄倉庫整備（５箇所）

462 ヘリポート整備（役場横）

231 歌舞伎保存会補助

教 育 費

238 高校通学バス等補助

659 スクールバス運行

885 重要文化財福徳寺屋根葺替工事

880 小学校パソコン整備

170 太鼓購入（4台）

315 林道災害災 害 復
旧 費 2,789 土木災害

43,298 起債の元利償還金（借入金の返済）公 債 費

1,226 基金への積立金（預金）基 金 費

21,512 大河原簡易水道整備事業（上蔵・釜沢）簡易水道特別会計

平成16年度平成16年度 決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算算ににににににににににににににににににににににににににににににににつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつつついいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいててててててててててててててててててててててててててててててててについて

●村税の 内訳●歳入額増減の主な要因 単位：万円単位：万円

単位：万円

●特別会計 単位：万円
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財財財財財財財財財財財財財財財政政政政政政政政政政政政政政数数数数数数数数数数数数数数値値値値値値値値値値値値値値政数値
　この財政数値は、

団体の財政状況を判

断するための指標と

なります。

基金残高起債残高
指　　　　　標

財政力指数起債制限比率公債費比率経常収支比率

177,168万円332,936万円0.22310.9%17.6%73.4%16年度

180,197万円352,710万円0.2159.5%14.2%71.4%15年度

114,000万円392,300万円0.2068.3%14.2%75.9%下伊那平均（H15）

起債の償還・
施設の整備費
に充てる等そ
れぞれ支出目
的をもった預
金額

事業を行うた
めに借り入れ
た借金総額。
（一般会計分）

地方公共団体
の財政力を示
す指数。
(H14～ H16の
平均値）
１に近いほど財
政に余裕があ
る。

現在借りてい
る借金が妥当
な額かどうか、
判断する数値。
15％以上要注
意

公債費は借金
の返済額であ
り、これが一般
財源に占める割
合を公債費比
率という。
１0％以下が望
ましい

財政構造の弾
力性（余裕）を
示す指標。
比率が低い方が
自由に使える資
金が多い。
65～75％が適
正

説　　明

平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成1111111111111166666666666666年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度平成16年度 決決決決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算算

歳
入 

歳
出 

議会費 1.4%

総務費 
11.7%

民生費 
12.8%

衛生費 
13.2%

農林水産業費 
13.0% 
 

公債費　22.9% 
 

土木費 
10.2%

村税 
13.1%

自主財源 
　21%

地方交付税 
49.7%

県支出金 
9.9% 
 

村債 
12.3%

総務費 
11.7%

民生費 
12.8%

衛生費 
13.2%

農林水産業費 
13.0% 
 

商工費 2.1% 
 

消防費 3.8% 
 

教育費 6.6% 
 

災害復旧費 
1.6% 
 

公債費　22.9% 
 

諸支出金 0.6%

土木費 
10.2%

村税 
13.1%

その他 
（自主財源）3.6％ 

自主財源 
　21%

その他 
（依存財源）3.8％ 

依存財源 
　79％ 

地方譲与税 

地方消費税交付金 

自動車取得税交付金 

地方特例交付金 
利子割交付金 

配当割交付金 

株式等譲渡所得割交付金 

地方交付税 
49.7%

使用料及び手数料 

諸収入 

財産収入 
分担金及び負担金 

寄附金 
 

国庫支出金 
3.4% 
 

県支出金 
9.9% 
 

繰入金 2.3% 
 

繰越金 1.9% 
 

村債 
12.3%

前年度対比決算額
歳　出

前年度比比較15年度16年度

1.6% 42 2,574 2,616 議 会 費

△12.4% △3,138 25,249 22,111 総 務 費

11.6% 2,533 21,764 24,297 民 生 費

11.3% 2,541 22,392 24,933 衛 生 費

△39.6% △6,098 40,616 24,518 農林水産業費

△ 9.3% △405 4,377 3,972 商 工 費

10.2% 1,797 17,567 19,364 土 木 費

4.7% 321 6,799 7,120 消 防 費

△10.0% △1,397 13,925 12,528 教 育 費

△65.6% △5,908 9,012 3,104 災 害 復 旧 費

5.7% 2,317 40,981 43,298 公 債 費

△88.6% △9,494 10,720 1,226 諸 支 出 金

△12.4% △26,889 215,976 189,087 計

前年度対比決算額
歳　入

前年度比比較15年度16年度

△ 4.1% △1,08926,44625,357村 税

14.7% 4723,2023,674地 方 譲 与 税

△ 1.0% △19998利子割交付金

皆増11011配当割交付金

皆増13013株式等譲渡所得割交付金

11.3% 1711,5191,690地方消費税交付金

6.7% 941,4001,494自動車取得税交付金

△24.0% △92383291地方特例交付金

△ 6.1% △6,251102,24195,990地 方 交 付 税

△61.5% △241392151分担金及び負担金

△ 6.7% △2423,6183,376使用料及び手数料

△41.2% △4,55211,0366,484国 庫 支 出 金

△29.7% △8,05327,12519,072県 支 出 金

△61.5% △8321,353521財 産 収 入

皆増101寄 附 金

181.2% 2,8301,5624,392繰 入 金

△ 9.4% △3784,0263,648繰 越 金

△31.0% △1,3924,4923,100諸 収 入

△22.8% △7,00030,73023,730村 債

△12.1% △26,531219,624193,093計

単位：万円
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千
葉
私
立
小
学
校

農
山
村
留
学
推
進
事
業

千
葉
市
で
は
子
供
た
ち
の
体
験

学
習
の
一
環
と
し
て
『
農
山
村
留

学
推
進
事
業
』
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
も
千
葉
市
立
小
学
校
三
校
か

ら
児
童
八
十
三
名
教
職
員
十
七
名

計
百
名
が
大
鹿
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま

で
四
泊
五
日
の
日
程
で
村
内
の
ハ

イ
キ
ン
グ
や
木
工
ア
ー
ト
、ス
ト
ー

ン
ア
ー
ト
の
体
験
を
行
い
、
二
十

三
日
は
大
鹿
小
学
校
全
校
児
童
と

魚
つ
か
み
や
飯
盒
炊
爨
、
ス
イ
カ

割
等
を
楽
し
み
ま
し
た
。

宿
泊
は
村
内
家
庭
十
七
戸
の
ご

協
力
に
よ
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
二

泊
行
い
、
ス
テ
イ
先
の
自
家
用
野

菜
や
搾
り
た
て
の
牛
乳
を
頂
く
等

　老後の生活の支えとなる老齢基礎年金。20歳から60歳になるまでの40年間保

険料を納めると満額の年金が受けられますが、免除や未納期間があるとその期

間に応じて減額されます。

　「満額でなくてもいい」と思っているあなた、老齢基礎年

金には「受給資格期間」というものがあることをご存じで

すか？受給資格期間とは「老齢基礎年金を受けるために最

低限必要な期間」のことで、保険料を納付した期間や免除

された期間などが、少なくとも25年※(300か月)以上ある

ことが必要です。

　あなたの年金は、大丈夫ですか？

※生年月日などにより25年の受給資格期間が短縮される特例があります。

あなたを 
支える 
国民年金 

受給資格期間は 
 足りていますか？ 

宿
泊
先
の
家
庭
に
解
け
込
ん
で
い

ま
し
た
。

悪
天
候
に
よ
り
日
程
を
変
更
す

る
な
ど
慌
し
い
期
間
で
し
た
が
大

鹿
村
の
大
自
然
と
文
化
を
満
喫
し

千
葉
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　大鹿村産業文化祭が役場周辺にお

いて１１月１３日に開催します。

　つきましては、村民の皆さんが作

られました農産物及び作品等を多数

出品していただき、本年度の産業文

化祭が盛大なものとなりますようご

協力をお願いします。
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第２６回
大鹿村産業文化祭大鹿村産業文化祭

　

平
成
十
七
年
三
月
に
お
亡
く
な

り
に
な
っ
た
、
故　

駒
瀬
く
み
子

さ
ん
よ
り
大
鹿
村
立
診
療
所
の
往

診
車
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
九
月

十
三
日
に
親
族
を
代
表
し
て
、
舩

澤
庄
三
さ
ん
と
古
平
栄
三
さ
ん
が

役
場
を
訪
れ
、
村
長
に
贈
呈
し
ま

し
た
。

　

御
厚
志
に
対
し
心
よ
り
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。
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往
診
車
寄
贈
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土地・気象

土　地

周囲57�南北28�東西16�広ぼう
総面積に対する比面　積

100%248.35�総面積
1.02.61耕　地
89.3221.7森　林
7.518.71原　野
0.20.44宅　地
2.04.89その他

松川町、豊丘村、上村、駒ヶ根市、中川村、長谷村、静岡市隣接市町村

（平成17年4月）

気　象

121110987654321年　月
16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均16平均区　　分
20.513.519.019.324.125.229.230.333.333.733.933.429.630.327.927.727.923.819.218.515.713.49.710.6最高気温
-6.3-8.0-1.2-4.42.8-0.311.76.011.512.814.311.09.46.76.41.7-0.9-3.4-9.5-7.1-9.0-11.9-10.0-10.5最低気温
64.546.281.5118.7347.0120.2190.5235.5168.0127.060.5205.2161.5243.8342.0172.8126.0132.893.0119.072.542.321.066.2降　水　量

過去６年平均（平成７年～平成１２年）平成16年　国土交通省・村資料

児童、生徒数の推移

0

25

50

75

100

39 36
41 41

33
37

3233

41
35

42 44

36

44

31
24
28

元 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17

生 徒 数 

人口動態の推移

人口増減社会増減転出転入自然増減死亡出生区分
年

△102△112217105101929昭和45年
△49△4512883△41915昭和55年
△20△89183△122513平成 元 年
△41△226745△19256平成 6 年
△45△267044△19289平成 7 年
△37△239471△14195平成 8 年
△33△227856△11187平成 9 年
△38△266741△12175平成10年
△39△266741△13218平成11年
△45△367236△91910平成12年
△12△45652△8157平成13年
△37△267044△11198平成14年
△50△386830△12164平成15年
△13△73528△6159平成16年

住民基本台帳

警察・消防・教育

警察職員数受持人口受持世帯数所在地名　称

11,361579大鹿村大字大河原
６２８番地

大鹿村警察官
駐　在　所

平成17年4月1日警　察

厚生・衛生・福祉

１人当たり
保険税調定額

一人当り医療費（円）被保険者数
老人退職一般全体人員世帯数

34,887528,200292,599180,207348,080873439

平成16年度末国民健康保険

保険給付
受給者数

１人当給付額金額件数
521,689231,629,9389,079444

平成16年度末老人保健 国民年金

被保険者
第３号被保険者第１号被保険者総数

34
任意加入強制加入

202
6196

平成16年度末

計遺族か婦年金障害年金老齢年金
金額人員金額人員金額人員金額人員

457,022,600671487,500127,867,10031428,668,000639

平成16年度末年金給付状況　(搬出制)

消火栓防火水槽ポンプ積載者消防ポンプ自動車協力員団員班数分団数

150
10�　13
20�　35
40�    4

81333731

平成17年4月1日消　防

「数字」で見る大鹿村の姿
－村勢要覧－ 2005年

0
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50

75

100

77

66 69
71
76 76

70
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52

40
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国民年金合計計老齢福祉年金
金額人員金額人員金額人員

457,429,700672407,1001407,1001

平成16年度末年金給付状況　（福祉年金）

年間保険料（基準額）保険給付費要介護
（要支援）認定者

第１号
非保険者数

34,800120,562,06878674

平成16年度末介護保険

合併処理浄化槽簡易水道数簡易水道数
普及率処理人口全人口に対する比率給水人口

2
28.7%39189.4%1,223

平成16年度末村営水道

平成14年度生産物売払高作業場数作業員数職員数
5,422,560円

256
平成15年度生産物売払高本所　1

8,837,183円分場　1
平成16年度生産物売払高

6,436,427円

授産所

園　児　数
職員数

計女男
2915145

平成17年4月1日保育所

交　通

道　路　（Ｈ17.4）
舗装率（％）舗装延長（�）実延長（�）路　線

100.0%31,003.931,003.91国　道
100.0%12,397.412,397.43県　道
58.9%71,995.012,232.5142村　道
28.5%5,702.720,034.231農　道
61.2%51,755.584,624.012林　道

飯田建設事務所、役場建設係資料

諸車数　
二輪車

農耕用作業車
軽自動車

特殊車バス貨物車
乗用車

90cc　以上90cc　まで50cc貨物乗用乗用　小型
8209723493213145117289

地方事務所税務課、役場税務係資料（平成17年4月1日）

産　業

林野面積　
人工・天然林

除地未立木地伐跡地竹林
針葉・広葉樹林森林面積

天然林人工林総数広葉樹針葉樹総数総数
12,8258,794 21,619 20141127257,64013,97921,619 23,777 

＊針葉樹、人工林分には官庁造林分（409ha）を含む。

平成17年4月1日　役場材務資料　（単位:ha）

所有形態別森林面積　
私有林団体部分林村有林県有林国有林総数
5,1252,4791226,6546538,74423,777

(平成17年4月1日)役場林務資料　（単位:ha）

工場数、従業者数、製造品出荷額等　
平成１６年平成１５年平成１４年

製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数製造品出荷額対前年比製造品出荷額従業者数工場数
104.8%116,218万円83874.3%110,941万円83992.3%149,373万円1018

税　金

地方財政状況調査

１人当り
税額

村　　　税　　　　（単位千円）区分
その他固定資産税村民税収入総額年度

63,180円8,70041,20440,63390,53714
57,489円8,26038,88632,36279,50815
56,694円8,23338,80630,12277,16116

商店数、従業者数、商品販売数　
平成１4年平成１1年平成9年

商品販売額Ｈ９年対比商品販売額従業者数商店数商品販売額Ｈ９年対比商品販売額従業者数商店数商品販売額従業者数商店数
121.6%79,004万円632383.9%64,981万円662377,466万円6727

商業統計調査
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土土土土土土土土土土土土土土土土
砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂砂
災災災災災災災災災災災災災災災災
害害害害害害害害害害害害害害害害
警警警警警警警警警警警警警警警警
戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒戒

土
砂
災
害
警
戒

情情情情情情情情情情情情情情情情
報報報報報報報報報報報報報報報報
にににににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててててて

情
報
に
つ
い
て

　

砂
防
情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
長
野
県
各
地
の

雨
量
状
況
、
今
後
の
雨
量
予
測
や

土
砂
災
害
危
険
箇
所
等
、
土
砂
災

害
警
戒
情
報
を
パ
ソ
コ
ン
と
携
帯

電
話
に
よ
り
確
認
で
き
ま
す
。

�
パ
ソ
コ
ン
か
ら
は
、

h
ttp
://1
3
3
.1
0
5
.1
1
.4
5
/in
d
ex
.

h
tm
l

�
携
帯
電
話
か
ら
は
、

　

（i-m
o
d
e

）

h
ttp
://1
3
3
.1
0
5
.1
1
.4
5
/i/

　

（V
o
d
a
fo
n
e
L
iv
e
！

）

h
ttp
://1
3
3
.1
0
5
.1
1
.4
5
/v
/

　

（E
zw
e
b

）

h
ttp
://1
3
3
.1
0
5
.1
1
.4
5
/e/

で
確
認
で
き
ま
す
の
で
、
台
風
や

大
雨
の
時
な
ど
に
ご
覧
い
た
だ
き

情
報
収
集
に
活
用
し
て
下
さ
い
。

寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄寄

付付付付付付付付付付付付付付付付

寄　

付

　

近
藤
千
勢
子
さ
ん
（
茅
ヶ
崎
市

在
住
）
か
ら
村
の
た
め
に
役
立
て

て
く
だ
さ
い
と
、
敬
老
の
日
に
五

十
万
円
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
近
藤
さ
ん
は
昭
和
二
十
四

年
か
ら
昭
和
四
十
一
年
ま
で
十
八

年
間
に
わ
た
り
大
鹿
村
立
病
院（
当

時
）
に
看
護
婦
、
助
産
婦
と
し
て

勤
務
さ
れ
数
多
く
の
出
産
に
立
ち

会
わ
れ
、
ま
た
育
児
指
導
に
も
熱

心
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
御
厚

志
に
感
謝
申
し
上
げ
有
効
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

行行行行行行行行行行行行行行行行
政政政政政政政政政政政政政政政政
相相相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談談談
員員員員員員員員員員員員員員員員

行
政
相
談
員

　

平
成
十
七
年
七
月
一
日
よ
り
、

間
瀬
公
夫
さ
ん
が
行
政
相
談
員
に

委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
行
政
相
談
員

は
国
、
公
団
な
ど
が
行
う
仕
事
に

対
し
て
の
苦
情
や
意
見
を
お
聴
き

し
て
、
そ
の
解
決
や
実
現
を
図
り

ま
す
。
定
例
相
談
日
に
お
い
て
皆

さ
ん
の
ご
相
談
を
お
受
け
し
て
い

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

※当会の会員が電話相談及び相談に応じ、法的手続等についてのアドバイスを行なうとともに、相談者

が希望した場合は、最寄りの司法書士の紹介も行ないます。

※相談は無料であり、秘密は厳守します。

※相談者の希望により、最寄りの司法書士を紹介した場合の司法書士による相談及び事件の受託は有料

となります。

※面接による相談の場合も、予約は必要ありません。

クレジット・サラ金・ヤミ金融　110番
 期　　　　日　平成17年11月3日（木）文化の日
 相談受付時間　午前10時から午後5時まで
 受付電話番号　026－232－7566
 面談による相談会場　長野県司法書士会館
 　　　　　　　　　　（長野市妻科399番地　長野地方裁判所南）
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大鹿村のバランスシートをお知らせします 大鹿村のバランスシートをお知らせします 大鹿村のバランスシートをお知らせします 大鹿村のバランスシートをお知らせします 
バランスシートとは
　村民の皆さんが利用する村の施設（財産）や、村が持っている現金等が年度末にどのくらいあるかを一覧

表で示したもので、「資産」、「負債」、「正味資産」の３つの内容から構成されています。 

　本バランスシートは、平成16年度決算に基づいて作成した平成16年3月31日現在（昭和44年度から平成16

年度まで）のものです。 

資産合計　　1,323,684万円
有形固定資産 1,119,352万円

・役場庁舎等 88,810万円

・農林業施設等 334,851 万円

・道路公園住宅等 304,122 万円

・小中学校等 285,514万円

・その他施設 106,055 万円

投資等 128,487 万円

・投資、出資 16,594 万円

・基　金 111,893 万円

流動資産 75,845 万円

・現金、預金、未収金等 

お金を使って作られた資産の内容 使ったお金の内容・性質

負債合計　　357,562万円
固定負債 318,433万円

・地方債 293,807万円

（翌々年度以降の償還予定額）

・退職金見積額  24,626万円

流動負債 39,129 万円

・翌年度償還予定額

正味資産合計　　966,122万円
国からの補助金 73,458万円

県からの補助金 178,420万円

税金、交付税等 714,244万円

大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大大鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿鹿村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村村のののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資資産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産産はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは 11111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333332222222222222222222222222222222222222222222222222222222222222233333333333333333333333333333333333333333333333333333333333333,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,,666666666666666666666666666666666666666666666666666666666666668888888888888888888888888888888888888888888888888888888888888844444444444444444444444444444444444444444444444444444444444444万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万万円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円円でででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででででですすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす大鹿村の総資産は　1,323,684万円です

預金保険制度 預金保険制度 （ペイオフ本格実施） 
預金等保護の姿 預金等保護の姿 

預金等の分類 平成17年4月から 

決
済
用
預
金 

一
般
預
金
等 

当座預金・利息のつかない普通預金等 

利息のつく普通預金・定期預金・定期積立
金・元本補てんのある金銭信託（ビッグな
ど）等 

外貨預金、元本補てんのない金銭信託（ヒットなど）、
金融債（保護預かり専用商品以外のもの）等 

全額保護（恒久措置） 

合算して元本1,000万円ま
でとその利息等を保護 

保護対象外 

　平成17年４月以降、当座

預金や利息の付かない普通

預金は「決済用」として全

額保護され、定期預金や利

息の付く普通預金などは１

金融機関につき預金者１人

当たり、元本１千万円まで

とその利息が保護されます

　具体的にどの預金が「決

済用預金」に該当するか等

の詳細は金融機関の窓口等

にお問い合わせ下さい。
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Ｑ1 決済用預金はどのような預金ですか？

Ａ1 　決済用預金は「無利息、要求払い、決済サービスを提

供できること」という３要件を満たすもので、例えば、

当座預金や利息のつかない普通預金が該当します。

Ｑ４ 保護される預金金額は、金融機関が合併し

たらどうなるのですか？

Ａ４ 　平成15年４月以降に金融機関が合併等を行ったり、

営業（事業）のすべてを譲り受けた場合には、合併

等の後１年間に限って、保護される預金等金額の範

囲を、「預金者１人当たり1,000万円_合併等に関わっ

た金融機関の数（例えば、２行合併の場合は、1,000

万円_２＝2,000万円）までとその利息」とする特例

が設けられています。（仮に過去１年間に何度も合

併等を行っている場合には、最後の合併等に関わっ

た金融機関の数でこの特例の計算をします。）
　この措置は、「金融機関等の組織再編成の促進に関する特別措置

法」に基づき、当分の間の特例措置とされています。

・当座預金・普通預金・別段預金・定期預金

・通知預金・納税準備預金・貯蓄預金・定期積金

・掛金

・元本補てん契約のある金銭信託

 （ビッグ等の貸付信託を含む）

・金融債(ワイド等の保護預り専用商品に限る)

・上記を用いた積立・財形貯蓄商品 

（※）詳しくは、各商品取扱いの金融機関にお問い合わせください。

決済用預金以外の保護対象預金等（一般預金等といいます。）は１金

融機関１人当たり、合算して元本1,000万円までとその利息等（定期

積金の給付補てん金、金銭信託における収益の分配等を含みます。）

が保護されます。なお、1,000万円を超える部分であっても破たんし

た金融機関の財産の状況に応じて支払われます（一部カットされる

場合があります。）。　　　　　　　　　　　　Ｑ5及びＱ7参照

Ｑ２ 預金保護の対象となっている預金等にはど

のようなものがありますか？

Ａ２ 対象となっている預金等は以下のとおりです。

・外貨預金・他人、架空名義預金・譲渡性預金

・オフショア預金・日本銀行からの預金（国庫金を除く）

・金融機関からの預金

 (確定拠出年金の積立金の運用部分を除く)

・預金保険機構からの預金・無記名預金

・導入預金・元本補てん契約のない金銭信託（ヒット等）

・金融債（保護預り専用商品以外のもの）

なお、保護されない預金等であっても破たんした金融機関の財産の

状況に応じて支払われます（一部カットされる場合があります。）。

Ｑ6参照

Ｑ３ 預金保護の対象となっていない預金等には

どのようなものがありますか？

Ａ３ 対象となっていない預金等は以下のとおりです。

Ｑ５ 「名寄せ」とはなんですか？

Ａ５ 　一般預金等は１金融機関ごと預金者１人当たり元

本1,000万円までとその利息等が保護されますが、

破たん金融機関に同一の預金者が複数の預金等の口

座を有している場合、それらを合算して、預金保険

で保護される預金等の総額（付保預金額といいま

す。）を算定します。これを「名寄せ」といいます。

預金者の皆様へ
　名寄せは預金保険機構で行いますが、破たん金融機関から正確な

預金者データが迅速に提出されないと、付保預金額が確定できず預

金等の保護を円滑に行う上で支障が生じることになります。

　名寄せのために、正確な預金者データを整備するには預金者の皆

様の、氏名、生年月日、住所（法人の場合は名称、設立年月日、所

在地）、電話番号等が必要です。このため、預金者の皆様は引越しや

結婚等によりこれらの事項に変更が生じた場合、速やかに各金融機

関での手続きをお願いいたします。

Ｑ６ 家族名義や個人事業用の預金はどのように

保護されますか？

Ａ６ 　家族であっても、夫婦や親子はそれぞれ別の人格

を有する法的主体であるため、その名義に従い別個

の預金者として保護の対象となります。ただし、家

族の名義を借りたに過ぎない預金等は、他人名義預

金として保険の対象外となるため、注意が必要です。

　また、個人で事業を営んでいる方の場合、個人事

業用の預金は、同一人の預金等として合算されます。

Ｑ７ 預金保険制度の対象となる金融機関はどの

ようになっていますか？

Ａ７ 対象となる金融機関は次の通りです。

・銀行（日本国内に本店のあるもの）

・信用金庫

・信用組合

・労働金庫

・信金中央金庫

・全国信用協同組合連合会

・労働金庫連合会

※上記金融機関の海外支店、政府系金融機関、外国銀行の在日支店は預

金保険制度の対象外です。

＊農協、漁協、水産加工協等の系統金融機関は、別途、農水産業協同組

合貯金保険制度に加入してます。（詳しくは、農水産業協同組合貯金保

険機構【TEL 03（3285）1272、ホームページhttp://www.sic.or.jp/】
までお問い合わせ下さい。

※もっと詳しく知りたい方は、預金保険機構、財

務局等または金融機関の窓口にお問い合わせく

ださい。

預金保険機構　　�03（3212）6029

関東財務局　　�048（600）1146

金　 融　 庁　　�03（3506）6000
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税 務 だ よ り 平成17年10月号 

｢消費税相談窓口｢消費税相談窓口 ｣｣の設置についての設置について
　飯田税務署では、平成17年分消費税の確定申告に向け、新たに消費税の課税事業者となられる方の消費税の申告

に関する様々なご質問にお答えするため、平成17年9月～平成17年12月28日（水）までの間｢消費税相談窓口｣を１階

個人課税部門受付窓口に設置しています。

　消費税の申告に必要な記帳の仕方や決算の方法及び請求書の保存方法等についてお分かりにならない点がありま

したら、飯田税務署の消費税相談窓口にお越しの上お気軽にご相談ください。

飯田税務署　�0265－22－1167（個人課税部門）

　飯島町在住の映画監督、後藤俊夫氏の新作長編劇映画「村歌舞伎一代」（仮題）は、遅れていたシナリオの第三

稿がこのほど完成し、現在、主役級の俳優の出演交渉を行っています。十一月過ぎには配役が決定し、制作発表が

行われ、クランクインとなります。俳優には歌舞伎役者の中村獅童さんや中村勘太郎さんらが候補に挙っています。

また、十月から秋の風景などの実景撮りが始まる予定です。

　五月に立ち上げました「長編劇映画『村歌舞伎一代』（仮題）の製作・上映を成功させる会」では映画製作支援

のため、寄付等のお願いをしてまいりますので、ご協力のほど何卒よろしくお願い申し上げます。

飯伊学生防犯対策支援協会から 
防犯機器（ネットランチャー）の寄贈をいただきました 
飯伊学生防犯対策支援協会から 
防犯機器（ネットランチャー）の寄贈をいただきました 
飯伊学生防犯対策支援協会から 
防犯機器（ネットランチャー）の寄贈をいただきました 

～ 大鹿小中学校・大鹿保育所 ～ 
　先頃、「飯伊学生防犯対策支援協会（会長：岩崎愈氏）か

ら、大鹿小中学校及び大鹿保育所に各１個づつ、『ネットラン

チャー』という、高価な防犯機器を御寄贈いただきました。

このネットランチャーとは、不審者の建物侵入等の際に、ネッ

トの急激な化学反応によって展開し、教師や保育士等の弱い

力でも不審者の動きを規制でき、犯罪の未然防止・犯行抑止

が容易にできる防犯機器です。

　「飯伊学生防犯対策支援協会」は、子供を狙った凶悪事件が

多く発生する昨今、会長岩崎愈氏が“日本の将来を担う子供

たちが安心して学校へ通える安全な地域を作るため役に立ち

たい”と立ち上げられました。

　このご好意に沿うためにも、子供を犯罪から守るため、学校・保護者・関係機関・団体・地域住民が一体となっ

て、子供の安全で安心な地域づくりができれば、素晴らしいことと思います。

長編劇映画「村歌舞伎一代」 長編劇映画「村歌舞伎一代」 長編劇映画「村歌舞伎一代」 

飯
伊
学
生
防
犯
対
策
支
援
協
会
の

北
原
さ
ん
か
ら
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
の

寄
贈
を
受
け
る
小
学
校 
青
沼
教
頭
先
生



13

　
　

『
手
仕
事
は
た
の
し
』

　

大
鹿
中
学
校
の
郷
土
調
査
班
の
一
グ
ル
ー
プ
五
名
が
、
今

年
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
た
の
は
昔
の
衣
服
だ
そ
う
で
、
ろ
く

べ
ん
館
へ
も
調
査
に
足
を
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
中
で
も
昔

か
ら
村
の
生
活
を
支
え
て
き
た
生
業
の
一
つ
で
あ
る
養
蚕
に

興
味
を
持
ち
、
今
で
は
村
で
た
っ
た
一
軒
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
養
蚕
農
家
へ
も
見
学
に
行
き
ま
し
た
。
中
学
生
達
の
調
査

は
そ
こ
で
と
ど
ま
ら
ず
、そ
こ
か
ら
分
け
て
も
ら
っ
た
繭
を
、

自
分
た
ち
の
手
で
糸
に
し
て
み
る
と
い
う
体
験
に
も
挑
戦
し

た
の
で
す
。

　

煮
立
っ
た
鍋
の
中
に
繭
を
入
れ
た
と
た
ん
、
一
斉
に
「
く

さ
〜
い
」
の
声
。
な
つ
か
し
く
思
い
出
さ
れ
る
方
も
多
い
で

し
ょ
う
、
あ
の
匂
い
。
み
ご
ぼ
う
き
を
使
っ
て
糸
口
を
引
き

出
し
、
何
本
も
ま
と
め
て
ど
ん
ど
ん
糸
を
引
き
出
し
て
行
き

ま
す
。
こ
の
作
業
を
中
学
生
た
ち
は
嬉
々
と
し
て
や
っ
て
い

ま
し
た
。

　

か
つ
て
は
各
家
の
生
活
を
支
え
る
程
、
身
を
粉
に
し
て
働

い
た 
蚕  
養 
で
す
が
、
そ
れ
を
全
く
知
ら
な
い
世
代
の
中
学
生

こ 

が
い

た
ち
は
、
初
め
て
見
た
り
触
れ
た
り
作
っ
た
り
と
い
う
体
験

を
通
し
て
、
学
ん
だ
こ
と
も
多
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
中
学
生
た
ち
に
触
発
さ
れ
て
、
ろ
く
べ
ん
館
で
も
糸

取
り
を
し
て
み
た
い
の
で
す
が
、
来
年
の
春
蚕
あ
た
り
に
な

る
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
ま
で
に
大
鹿
の
養
蚕
の
灯
が
消
え
て

し
ま
わ
ぬ
こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

糸
取
り
と
い
え
ば
、
織
り
姫
工
房
で
も
カ
ラ
ム
シ
の 
苧  
引 

お 

び

き
を
し
ま
し
た
。
苧
引
き
と
い
う
の
は
、
草
の
茎
か
ら
皮
を

剥
ぎ
、
余
分
な
表
皮
を
取
り
除
い
て
繊
維
を
取
り
出
す
作
業

で
す
。
今
年
は
時
期
が
良
か
っ
た
せ
い
か
、
薄
緑
の
き
れ
い

な
繊
維
が
取
れ
ま
し
た
。
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
ろ
く
べ
ん

館
に
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。
織
り
姫
工
房
の
活
動
は
毎
週
土

曜
日
の
午
前
中
で
す
。

　
　

『
ん
？
謎
の
城
』

　

「
下
伊
那
史　

第
一
巻
」の
付
録
に
飯
田
･
下
伊
那
の
遺
跡

分
布
図
が
つ
い
て
い
る
。そ
の
中
の
中
近
世
・
城
跡
・
遺
跡
の
地

図
を
見
て
い
た
ら
、大
鹿
村
の
中
に
城
跡
が
八
つ
載
っ
て
い

た
。皆
さ
ん
も
御
存
知
の
駿
木
城
・
大
島
城
・
堀
田
城
・
松
平
城
・

大
河
原
城
・
青
木
城
、そ
れ
に
御
所
平
、こ
れ
で
七
つ
。

　

あ
と
も
う
一
つ
。「
え
ぇ
、天
狗
森
城
？
」と
思
わ
ず
声
に
出
し

て
し
ま
っ
た
。聞
い
た
こ
と
の
な
い
名
前
。そ
の
後
、村
の
諸
先

輩
方
に
聞
い
て
み
た
の
だ
が
、ど
な
た
も
首
を
か
し
げ
て
い
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
も
村
外
の
情
報
な
の
だ
が
、「
愛
知
中
世

城
郭
研
究
会
」
と
い
う
愛
知
県
の
グ
ル
ー
プ
の
調
査
報
告
の

中
に
「
中
央
構
造
線
（
旧
秋
葉
道
）
沿
い
の
城
」
の
一
つ
と

し
て
、
こ
の
天
狗
森
城
が
載
っ
て
い
る
。
現
地
で
調
査
し
た

地
形
図
ま
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、「
鹿
塩
中
学
校

東
の
、
両
側
を
沢
に
挟
ま
れ
た
尾
根
上
を
雛
壇
上
に
削
平
し

た
縄
張
り
の
城
で
あ
る
。
背
後
に
堀
切
は
な
い
が
、
曲
輪
間

の
切
岸
は
し
っ
か
り
し
て
お
り
、
城
道
も
沢
に
面
し
た
北
側

に
一
貫
し
て
通
じ
て
い
る
。
主
郭
と
考
え
ら
れ
る
最
上
段
の

曲
輪
に
は
神
社
跡
と
思
わ
れ
る
残
骸
が
み
ら
れ
る
。
そ
の
城

主
、
城
歴
等
は
不
明
で
あ
る
。」
と
あ
る
。

　

村
誌
に
も
出
て
こ
な
い
こ
の
お
城
、
ど
な
た
か
何
か
御
存

知
な
い
だ
ろ
う
か
？
果
た
し
て
本
当
に
こ
の
城
は
存
在
し
た

の
だ
ろ
う
か
？
存
在
し
た
と
し
た
ら
、
村
に
伝
わ
っ
て
い
な

い
の
は
何
故
な
の
だ
ろ
う
？

　

と
、
謎
は
尽
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

さ
て
以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
た
『
わ
ら
細
工
の
伝
承

講
座
』
で
す
が
、
十
一
月
か
ら
始
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
年

内
は
わ
ら
草
履
、
正
月
飾
り
作
り
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
講

師
の
先
生
と
参
加
者
と
の
話
し
合
い
で
進
行
で
き
れ
ば
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
は
参
加
希
望
の
方
を
募
集
い
た
し
ま

す
の
で
、
ろ
く
べ
ん
館
（
�
三
九－

二
二
四
四
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

ろくべん館だより 

人 

事 

異 

動 

人 

事 

異 

動 

平
成
１７
年
１０
月
１
日
付 

産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長

　

小　

塩　

宗　

樹

（
総
務
課
行
政
係
長
）

総
務
課
財
政
係
長

　

吉　

田　

敏　

彦

（
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係
長
）

総
務
課
行
政
係
長

　

菅　

沼　

穣　

二

（
総
務
課
財
政
係
長
）

保
健
福
祉
課
福
祉
係

（
住
民
課
生
活
環
境
係
）

　

北　

島　

泰　

治

住
民
課
生
活
環
境
係

（
住
民
課
住
民
係
）

　

小　

室　

雅　

和

住
民
課
住
民
係

（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

　

中　

村　

章　

映
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村の行事予定 村の行事予定 村の行事予定 

10月

　26日 その他プラスチック回収

　29日 公民館映画鑑賞会（予定）

11月

　4日 チラシ・雑誌等回収

　6日 粗大ゴミ

　10日 鹿肉の料理講習会（仮称）

　13日 大鹿村産業文化祭

　30日 びん・ペットボトル回収

　下旬 埋立てごみ

12月

　2日 ダンボール回収

　7日 その他紙回収

　16日 新聞紙回収

20～21日 ヘルスクリーニング

サイクリング大会サイクリング大会
本年も多くの出場者が大鹿村を縦断しました。天気にも

恵まれ盛大に行われました。

夏祭り夏祭り
“故郷”大鹿村へ帰省して、毎年夏祭りに参加することを

楽しみにしている方がいます。

大
鹿
小
学
校
運
動
会

大
鹿
小
学
校
運
動
会

今
ま
で
練
習
し
て
き
た
成
果
が
で
ま
し

た
。
全
校
の
み
ん
な
で
一
所
懸
命
に
取

り
組
ん
だ
運
動
会
で
し
た
。

大
鹿
保
育
所
運
動
会

大
鹿
保
育
所
運
動
会

た
く
さ
ん
の
人
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
頑

張
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

ご協力いただきありがとうございました
　８月２３日の成分献血には、村内事業所の方々をはじめ多くの
村民の方にご理解いただき、２６名もの方にご協力して頂きまし
た。誠にありがとうございました。紙面をおかりして御礼申し
上げます。　　　　　　　　　　　　　　保健福祉課保健医療係

村勢要覧について村勢要覧について
　国勢調査、農林業センサス等の調査結果
を毎年村政要覧に掲載し発行しておりまし
たが、５年間同じ統計結果を掲載している
ことを考慮し、数値が変わる統計結果のみ
を広報誌の中に掲載させていただきました。
御承知おき下さい。


